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～講評～ 

Ⅰ：文法・語法の４択問題。市販参考書に掲載されているレベルの問題ばかりだったので、取りこぼしなく得点した

い。 

Ⅱ：心理学分野の priming「あらかじめ受けた刺激（情報）によって、その後の行動が意識的または無意識に影響さ

れること」についての長文読解問題であった。訳語に困る語彙表現も随所にあったかもしれないが、本文自体は

内容を把握しやすく、問いのレベルもあまり高くなかったので、そこまで解答に困った問題はなかったはずであ

る。 

ただし、問 29 の mirror image は、空所を含むパラグラフの展開を正確に理解した上で選ぶ必要があったため、

語の心地よいつながりだけで決めてしまわないように注意したい。問 28 は接続詞を埋める問題では、空所の後ろ

にある in which case ～以降の展開をしっかりと考慮に入れて論理を掌握する必要があった。これら 2 問は出来・

不出来が分かれたかもしれない。 

Ⅲ：「部分最適よりも優先されるべき全体最適」についてのエピソードを語るエッセイ調の長文読解問題だった。 

問 36 はエッセイらしい展開を読ませる問題で、下線部(36)に至るまでの箇所の意味内容を取りにくく感じる受

験生もいたかもしれないが、問いの選択肢がさほど難しくなかったので乗り切っていてほしい。 

問 39 はⓑUltimately backing her opponent’s ideas とⓒTaking her competitor’s advice seriously において、「誰

の」ideas / advice なのかを曖昧にせず、明確にイメージして解いて不用意なミスを避けたい。 

 

出題傾向の変化もなく、全体として例年通りかやや易しめの難易度と言える。合格には 70～75％を目指したい。 

 


